
1　2015年8月号

10

医 療
経営士 資格認定試験
試験日 ■受験エントリー期間

　8月5日（水）～
　9月8日（火）
■受験料支払締切日

　9月11日（金）

医療経営士 資格認定試験 日程
受験料

※手数料別途

受験資格

第16回「医療経営士3級」 第10回「医療経営士2級」

試験会場
（予定）

15,400円（税込） 3級取得者
13,400円（税込） 分野受験（分野合格者）8,640円（税込）

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡・鹿児島

札幌・仙台・東京・金沢・名古屋・
大阪・福岡

3級資格認定試験合格者かつ、
本会正会員

団体受験　◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
　　　　　◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。
　　　　　　　 ※審査があります

お問い合わせ・お申し込み　一般社団法人日本医療経営実践協会事務局　☎03-5296-1933　http://www.JMMPA.jp/

2015年

25（日）

3級2級 受験エントリー

まもなく開始！
受験エントリー

まもなく開始！8月5日（水）から！

同僚や知り合いの方に
ご紹介ください！！

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
代
表
理
事・吉
原
健
二
）は
７
月
21
日（
火
）に
、第
15
回「
医
療
経
営
士
３
級
」と
第
９
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験（
と
も
に

６
月
21
日［
日
］実
施
）の
合
格
者
を
発
表
し
た
。全
国
15
会
場
で
１
０
８
９
人
が
受
験
し
た
３
級
試
験
は
４
６
８
人
、全
国
９
会
場
で
３
０
７
人
が
受
験
し
た
２
級
試
験
は
72
人
が
合

格
し
た
。受
験
者・合
格
者
の
各
種
デ
ー
タ
か
ら
、両
資
格
認
定
試
験
を
振
り
返
る
。

３
級
合
格
者
の
累
計
５
０
０
０
人
を
突
破
！

受
験
者
数
は
金
融
機
関
が
半
数
を
超
え
る

第
15
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

合
格
率
43・０
％
、新
た
に
４
６
８
人
の
医
療
経
営
士・合
格
者
が
誕
生

％
）、
女
性
１
４
９
人

（
13
・
７
％
）、
合
格
者
数
が

男
性
４
０
０
人
（
85
・
５

％
）、女
性
68
人
（
14・５
％
）

と
な
っ
て
い
る
（
表
3
）。

合
格
率
で
は
45
・
６
％
だ
っ

た
女
性
の
ほ
う
が
３・
０
ポ

イ
ン
ト
男
性
を
上
回
っ
た
。

［
勤
務
先
別
構
成
］

　

受
験
者
数
は
、
近
年
、

増
加
傾
向
に
あ
る
「
金
融

機
関
」
が
６
０
９
人
と
最

多
で
、
全
体
の
半
数
以
上

（
55
・
９
％
）
を
占
め
た（
表

［
結
果
概
要
］

　

受
験
申
込
者
数

１
２
６
２
人
の
う
ち

１
０
８
９
人
（
受
験
率
86
・

３
％
）
が
受
験
し
、
４
６
８

人
（
合
格
率
43
・
０
％
）
が

合
格
し
た
（
表
1
）。
そ
の

結
果
、
第
１
～
15
回
ま
で

の
累
計
受
験
者
数
は

１
万
１
３
７
１
人
、
合
格

者
数
は
５
０
０
９
人
（
合

格
率
44
・
１
％
）
と
な
っ
た
。

［
年
齢
別
構
成
］

　

受
験
者
数
・
合
格
者
数

と
も
に
「
30
歳
以
上
39
歳

以
上
」
が
最
多
、「
40
歳

以
上
49
歳
以
下
」
が
続
く

（
表
2
）。
合
格
率
で
見
る

と
、
数
は
少
な
い
が
９
人

中
８
人
（
88
・
９
％
）
が

合
格
し
た
「
60
歳
以
上
」、

44
・
６
％
の
「
30
歳
以
上

39
歳
以
下
」、
43
・
３
％
の

「
50
歳
以
上
59
歳
以
下
」

の
順
に
な
っ
て
い
る
。

［
男
女
別
構
成
］

　

男
女
比
率
は
受
験
者
数

が
男
性
９
４
０
人
（
86
・
３

4
）。
全
国
15
会
場
の
う

ち
３
会
場
は
数
十
名
単
位

で
団
体
受
験
が
行
わ
れ
て

い
る
金
融
機
関
の
認
定
会

場
で
あ
る
。
以
下
、「
病

医
院
」
の
２
３
９
人
（
21
・

９
％
）、「
医
療
関
連
企
業
」

の
１
２
２
人
（
11
・
２
％
）

と
続
き
、
合
格
者
数
も
同

様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
合
格
率
は
、「
医

療
関
連
企
業
」
の
59・０
％
、

「
そ
の
他
」
の
58・４
％
、「
病

医
院
」
の
47
・
３
％
と
い
う

順
に
な
っ
て
お
り
、「
金
融

機
関
」
は
35
・
５
％
と
全
体

平
均
を
７・
５
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
た
。
普
段
、
病
院
の

現
場
を
知
る
機
会
が
少
な

い
金
融
機
関
勤
務
者
に
と

っ
て
は
、
や
や
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
試
験
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

［
都
道
府
県
別
構
成
］

　

受
験
者
数
・
合
格
者
数

と
も
に
東
京
都
が
ト
ッ
プ

と
な
っ
た
（
表
5
）。
沖
縄

県
、
福
島
県
は
、
前
述
し

た
認
定
会
場
が
あ
っ
た
地

域
で
あ
り
、
金
融
機
関
に

よ
る
団
体
受
験
が
影
響
し

た
よ
う
だ
（
２
面
上
段
に

続
く
）。
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第
15
回「
医
療
経
営
士
３
級
」、第
９
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験
の
合
格
者
を
発
表

表1　第15回および第1〜15回累計「医療経営士3級」資格認定試験 結果概要

第15回試験 第1〜15回試験累計

受験者数（A） 1,089人 11,371人

合格者数（B） 468人 5,009人

合格率（B/A） 43.0% 44.1%

表2　第15回 3級試験 年齢別構成

年齢別 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 230人（21.1%） 94人（20.1%） 40.9%

30歳以上39歳以下 408人（37.5%） 182人（38.9%） 44.6%

40歳以上49歳以下 308人（28.3%） 126人（26.9%） 40.9%

50歳以上59歳以下 134人（12.3%） 58人（12.4%） 43.3%

60歳以上 9人（0.8%） 8人（1.7%） 88.9%

表3　第15回 3級試験 男女別構成　

性　別 受験者数 合格者数 合格率

男性 940人（86.3%） 400人（85.5%） 42.6%

女性 149人（13.7%） 68人（14.5%） 45.6%

表4　第15回 3級試験 勤務先別構成

勤務先 受験者数 合格者数 合格率

病医院 239人（21.9%） 113人（24.1%） 47.3%

医療関連企業 122人（11.2%） 72人（15.4%） 59.0%

金融機関 609人（55.9%） 216人（46.2%） 35.5%

大学・短大生 6人（0.6%） 1人（0.2%） 16.7%

その他 113人（10.4%） 66人（14.1%） 58.4%

表5　第15回 3級試験 都道府県別構成（上位5都道府県）

順位 受験者数 合格者数

1位 東京都137人（12.6%） 東京都85人（18.2%）

2位 福岡県136人（12.5%） 沖縄県41人（8.8%）

3位 沖縄県130人（11.9%） 福岡県36人（7.7%）

4位 福島県94人（8.6%） 福島県30人（6.4%）

5位 神奈川県62人（5.7%） 神奈川県29人（6.2%）

※カッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計
が100%にならない場合がある
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あ
り
医
療
法
人
が
グ
ル
ー
プ
形
成

す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
な
い
で
し
ょ

う
。
検
討
会
終
了
後
、
法
人
格
の

な
い
公
立
病
院
も
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
に
参
加
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
新
型
法
人
が
公
立
病
院
を

中
心
に
つ
く
ら
れ
る
可
能
性
が
高

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
医

療
提
供
体
制
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
善

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

都
道
府
県
の

地
域
間
競
争
が
は
じ
ま
る
！

　

一
方
で
、
国
の
財
政
危
機
と
い

う
問
題
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
都
道
府
県
単
位
で
医
療
提

供
体
制
と
財
源
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、地
域
に
よ
っ

て
は
病
院
の
倒
産
が
増
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
介
護
総

合
確
保
基
金
に
財
源
を
プ
ー
ル
し
、

医
療
提
供
体
制
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

都
道
府
県
は
こ
れ
ま
で
、
医
療
介

護
を
総
合
的
に
見
て
、
政
策
を
決
定

し
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の

改
革
に
よ
り
、
知
事
が
医
療
介
護
福

祉
制
度
運
営
の
成
否
を
左
右
す
る

時
代
が
到
来
し
た
こ
と
に
、
早
く
気

づ
く
べ
き
で
す
。
制
度
運
営
こ
そ
が

都
道
府
県
の
最
大
の
仕
事
に
な
る

こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
知
事
は
ま

だ
少
数
で
し
ょ
う
し
、
知
事
を
支
え

る
専
門
能
力
を
持
っ
た
職
員
も
い

ま
せ
ん
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
専
門

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
厚
生
労

働
省
の
大
き
な
課
題
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

迷
走
し
た
非
営
利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
型
法
人
制
度

　

現
在
進
ん
で
い
る
医
療
・
介
護
改

革
は
、
わ
が
国
の
未
来
に
と
っ
て
、

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
政
策
決
定
の
過
程
で
さ
ま
ざ

ま
な
会
議
が
開
催
さ
れ
改
革
の
具

体
案
が
提
示
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ

が
全
体
最
適
な
の
か
ど
う
か
が
示

さ
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
改
革
の
正
し
い
解
釈
、

経
営
に
与
え
る
影
響
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
た
い
と
考
え
、
本
書

を
執
筆
し
ま
し
た
。

　

私
が
前
著
（『
医
療
改
革
と
経

済
成
長
』
日
本
医
療
企
画
刊
、

２
０
１
０
年
）
で
提
言
し
た
非
営

利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
型
大
規
模
医

療
事
業
体
の
創
設
が
日
本
再
興
戦

略
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
厚

生
労
働
省
検
討
会
で
迷
走
し
、
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
形

で
落
ち
着
き
ま
し
た
。
迷
走
の
原

因
は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
報
告
書
に
お
い
て
、
医
療
提

供
体
制
が
非
効
率
で
あ
る
原
因
を

民
間
医
療
法
人
が
多
い
か
ら
だ
と

断
定
し
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る

医
療
法
人
を
グ
ル
ー
プ
化
す
る
政

策
提
言
を
し
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
持
分

第
９
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

合
格
率
23・５
％
の
難
関
試
験
を
72
人
が
突
破
！

や
高
か
っ
た
。

［
勤
務
先
別
構
成
］

　

受
験
者
数
は「
金
融
機
関
」

「
病
医
院
」「
医
療
関
連
企
業
」

の
順
に
多
く
、
３
級
と
同

様
の
結
果
と
な
っ
た
（
表

8
）。
合
格
率
で
は
、
よ
り

実
践
的
な
知
識
を
問
う
試

験
問
題
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、「
病
医
院
」
が
平
均
よ

り
５・８
ポ
イ
ン
ト
高
い
29
・

３
％
で
ト
ッ
プ
。
以
下
、「
医

療
関
連
企
業
」「
そ
の
他
」

が
続
く
。

［
都
道
府
県
別
構
成
］

　

沖
縄
県
は
３
級
試
験
と

同
様
、
金
融
機
関
の
認
定

会
場
が
あ
っ
た
地
域
で
、
そ

［
結
果
概
要
］

　

受
験
申
込
者
数
３
２
８

人
の
う
ち
３
０
７
人
（
受

験
率
93・６
％
）
が
受
験
し
、

72
人
（
合
格
率
23
・
５
％
）

が
合
格
し
た
（
表
6
）。
そ

の
結
果
、
第
1
～
９
回
ま

で
の
累
計
合
格
者
数
は

４
７
１
人
（
合
格
率
22
・
９

％
）
に
な
っ
た
（
第
1
・
第

２
両
分
野
合
格
が
条
件
）。

［
年
齢
別
構
成
］

　

受
験
者
数
・
合
格
者
数

と
も
に
「
30
歳
以
上
39
歳

以
下
」「
40
歳
以
上
49
歳
以

下
」
の
順
に
多
く
、
３
級

試
験
と
同
様
の
傾
向
に
な
っ

た
（
表
7
）。
合
格
率
で
は

３
人
し
か
受
験
者
が
い
な

か
っ
た
「
60
歳
以
上
」
を
除

け
ば
、「
29
歳
以
下
」
が
17
・

９
％
と
他
の
年
代
よ
り
低

く
、
若
年
層
の
奮
起
が
期

待
さ
れ
る
。

［
男
女
別
構
成
］

　

男
女
比
率
は
受
験
者
数

が
男
性
２
５
９
人
（
84
・
４

％
）、
女
性
48
人
（
15
・
６

％
）、
合
格
者
数
が
男
性
61

人
（
84
・
７
％
）、
女
性
11

人
（
15
・
３
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
合
格
率
は
男
性
が

23
・
６
％
、
女
性
が
23
・
０

％
で
、
男
性
の
ほ
う
が
や

の
他
は
大
都
市
ま
た
は
そ

の
近
郊
が
多
い
結
果
と
な
っ

た
（
表
9
）。

［
3
級
・
2
級
総
評
］

　

３
級
試
験
に
つ
い
て
は
、

毎
回
１
０
０
０
人
前
後
が

受
験
し
て
お
り
、
合
格
者

の
累
計
は
５
０
０
０
人
を

超
え
た
。
医
療
機
関
内
外

に
医
療
経
営
士
と
い
う
資

格
が
広
く
認
知
さ
れ
て
き

た
結
果
だ
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
、
２
級
試
験
は
累
計

合
格
者
が
４
７
１
人
と
ま

だ
ま
だ
少
な
い
。
次
回
10

月
25
日（
日
）の
試
験
に
は
、

３
級
会
員
か
ら
の
積
極
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
望
ま
れ

る
。

改革の深層を知ることで、
政策の真相が見えてくる。

医療経営士にぜひ読んでほしい おすすめの本

現在、急速に進められている医療・介護改革は、日本社会にどのような変化をもたらすので
しょうか？　7月上旬刊行の『医療・介護改革の深層』には、未来を予測し、来るべき危機を
回避するための提言が随所に盛り込まれています。
著者の松山幸弘氏に、改革の現状と残された課題について伺いました。

■書籍問い合わせ先：株式会社日本医療企画　☎03-3256-7495
●四六判上製／216頁
●定価：2,500円＋税（会員価格：2,000円＋税）

医療・介護
改革の深層
日本の社会保障制度を
守るための提言

松山 幸弘
（キヤノングローバル戦略研究所研究主幹、経済学博士）

日本医療経営
実践協会
推薦図書

松山 幸弘氏

※第1・第2分野受験は、第8回試験までに「2級」第1・第2分野合格証明書を取得した者（分野合格者）による受験

表6　第9回および第1〜9回累計「医療経営士2級」資格認定試験 結果概要
　 受験者数 合格者数 合格率

両分野受験 233人 38人 16.3%

第1分野受験 7人 4人 57.1%

第2分野受験 67人 30人 44.8%

合　計 307人 72人 23.5%

第1〜9回試験累計 2,055人 471人 22.9%

表7　第9回 2級試験 年齢別構成
年齢別 受験者数 合格者数 合格率

29歳以下 28人（9.1%） 5人（6.9%） 17.9%

30歳以上39歳以下 123人（40.1%） 30人（41.7%） 24.4%

40歳以上49歳以下 108人（35.2%） 26人（36.1%） 24.1%

50歳以上59歳以下 45人（14.7%） 11人（15.3%） 24.4%

60歳以上 3人（1.0%） 0人（0.0%） 0.0%

表8　第9回 2級試験 勤務先別構成
勤務先 受験者数 合格者数 合格率

病医院 92人（30.0%） 27人（37.5%） 29.3%

医療関連企業 70人（22.8%） 17人（23.6%） 24.3%

金融機関 113人（36.8%） 21人（29.2%） 18.6%

大学・短大生 0人（0.0%） 0人（0.0%） 0.0%

その他 32人（10.4%） 7人（9.7%） 21.9%

表9　第9回 2級試験 都道府県別構成（上位5都道府県）
受験者数 合格者数

1位 東京都61人（19.9%） 1位 東京都9人（12.5%）

2位 沖縄県34人（11.1%） 2位 神奈川県6人（8.3%）

3位 福岡県20人（6.5%） 2位 北海道6人（8.3%）

4位 埼玉県16人（5.2%） 4位 埼玉県5人（6.9%）

4位 神奈川県16人（5.2%） 4位 兵庫県5人（6.9%）

4位 大阪府16人（5.2%） 4位 沖縄県5人（6.9%）

※カッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある
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新雑誌 8月1日
創刊

ファイナンス

ヘルスケア

& 医療・介護読本金融人のための
「

」

お問い合わせ　株式会社日本医療企画　☎03-3256-7495　http://www.jmp.co.jp/

ビジネスとしての連携を超えたヘルスケアと
ファイナンスの融合が社会を動かし、
地域を変える――

医療・介護のオモテとウラがわかる！ ヘルスケア分野の未来が読める！ その先に金融機関がなすべきことが見えてくる！

最新！ 医療・介護業界「勢力図」2015年度版
業界の外からは見えにくい、知っておきたい業界の動向・概要が一目でわかる、最新版の「業界勢力図」を大公開！

主な内容（予定）

特 集

連 載 ①今そこにある危機ってどんなこと？ 院長／施設長のアキレス腱
②ニュースの深層～知っておきたいウラ事情解説
③現場を変える力─金融×医療経営士／介護福祉経営士

■毎月1日発行・Ａ4判・32ページ ■創刊特別価格：1年（12冊）7,000円（税込・送料込） ■発行：株式会社日本医療企画

ビジョンと
課題の共有

地域社会への
貢献

的確な
分析と対策

問題解決の
実践

BANK

２
０
１
５
年
度
上
期

理
事
会・社
員
総
会
を
開
催

本
協
会
は
６
月
23
日

（
火
）、
２
０
１
５
年
度
上

期
・
第
13
回
理
事
会
な
ら

び
に
第
５
回
定
時
社
員
総

会
を
開
催
し
た
。

理
事
会
で
は
、
２
０
１
４

年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び

決
算
報
告
に
つ
い
て
審

「
医
療
経
営
士
１
級
」資

格
認
定
試
験
は
第
一
次
試

験
お
よ
び
第
二
次
試
験
の

２
段
階
で
行
わ
れ
、
第
二

次
試
験
の
合
格
者
を
対
象

に
資
格
認
定
審
査
を
実

施
。
資
格
認
定
審
査
を
通

過
し
、「
医
療
経
営
士
２
級
」

よ
り
等
級
変
更
登
録
を
行

う
こ
と
で
、
協
会
認
定「
医

療
経
営
士
１
級
」と
し
て

認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
。

な
お
、
６
月
21
日（
日
）

に
実
施
し
た
第
９
回「
医

療
経
営
士
２
級
」資
格
認

定
試
験
合
格
者
で
２
級
へ

の
等
級
変
更
手
続
き
中
の

方
も
、
２
級
合
格
証
に
記

載
さ
れ
た
受
験
番
号
で
エ

試
験
内
容
な
ど
の
詳
細

は
、
本
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
２
級
試
験
概
要
を
確

認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
同
日
に
開
催
さ

れ
る
第
16
回「
医
療
経
営

士
３
級
」資
格
認
定
試
験

の
受
験
エ
ン
ト
リ
ー
も
、

同
一
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
受

け
付
け
る
。

第
３
回「
医
療
経
営
士
１
級
」

の
受
験
エ
ン
ト
リ
ー
締
め
切

り
間
近第

３
回「
医
療
経
営
士

１
級
」資
格
認
定
試
験
の

受
験
エ
ン
ト
リ
ー
が
８
月

３
日（
月
）に
締
め
切
り
と

な
る
。

ン
ト
リ
ー
で
き
る
。

本
年
９
月
満
期
分
年
会
費
の
支

払
い
は
８
月　
日（
金
）ま
で

本
協
会
で
は
、
本
年
９

月
で
年
会
費
が
満
期
と
な

る
正
会
員
に
対
し
、
年
会

費
請
求
の
案
内
を
郵
送
し

た
。
支
払
期
限
は
満
期
日

の
１
か
月
前
と
な
る
８
月

14
日（
金
）と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
５
年
９
月
に
有
効
期
限

を
迎
え
る
会
員
の
更
新
手
続

き
を
受
付
中

２
０
１
５
年
９
月
14
日

（
月
）に
認
定
期
間
の
有
効

期
限
を
迎
え
る
会
員
の
更

新
手
続
き
を
受
け
付
け
て

議
・
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
、

理
事
会
開
催
後
の
社
員
総

会
に
お
い
て
、
前
記
決
議

案
が
す
べ
て
承
認
さ
れ

た
。

第　
回「
医
療
経
営
士
２
級
」・

第　
回「
医
療
経
営
士
３
級
」

資
格
認
定
試
験
の
エ
ン
ト

リ
ー
は
、８
月
５
日（
水
）よ

り
受
付
開
始

10
月
25
日（
日
）に
実
施

す
る
第
10
回「
医
療
経
営
士

２
級
」資
格
認
定
試
験
の
受

験
エ
ン
ト
リ
ー
を
、
８
月

５
日（
水
）よ
り
開
始
す
る
。

エ
ン
ト
リ
ー
の
締
め
切
り

は
９
月
８
日（
火
）。

受
験
料
、
試
験
時
間
、

い
る
。

更
新
希
望
者
は
、
８
月

14
日（
金
）ま
で
に
、
資
格
認

定
更
新
料（
１
万
３
０
０
円
）

お
よ
び
年
会
費（
１
万
円
）

の
納
入
、
課
題
の
提
出（
２

級
の
み
）、
さ
ら
に
更
新

申
請
書
、
誓
約
書
、
履
歴

書
の
提
出
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
以
下
の
通
り
。

●
更
新
書
類
受
付
開
始

　

６
月
15
日
（
月
）

●
更
新
書
類
締
め
切
り

　

８
月
14
日
（
金
）

1016

14

連絡先メールアドレスに関するお願い
～協会からのメールは届いていますか？～
　ご登録いただいたメールアドレス（連絡先メールアドレス）について、事務局よ
り会員の皆様へお願いがございます。会員の皆様にメールマガジンや事務局か
らの連絡メールなどさまざまなメールの配信を行っておりますが、「エラー」で
配信できないケースが毎回見られます。連絡先メールアドレスを変更された場
合は、協会Webページより「個人正会員登録変更申請書」をダウンロードいた
だき、新たなアドレスをご記入のうえ、事務局へFAXにてお送りください。

「個人正会員登録変更申請書」はこちら
⬇

http://www.jmmpa.jp/support/cat/

◆フリーメールアドレスの設定について
Gmail等の一部のフリーメールで事務局からのメールが届かない、または

「迷惑メール」として処理（受信ができない、または迷惑メールフォルダに振り
分けられる等）される場合があります。ご登録いただくメールは、プロバイダ
のメールアドレスを使用するか、フリーメールサービスのオプション等で

「jmmpa.jp」を受信可能に設定してください。 

◆携帯電話・スマートフォンのメール設定について
携帯電話・スマートフォンのメール設定などにおいて、迷惑メールフィルター
などでメール受信を制限設定されている場合は、＠以下が「jmmpa.jp」のド
メインを受信できるよう設定の変更をお願いいたします。なお、設定の変更に
つきましては、携帯電話のメール設定をご確認いただくか、各携帯電話会社
へお問い合わせください。

　メールアドレス以外のお住まい・勤務先・氏名・電話番号など、申請時の内容か
ら変更が生じた場合も、「個人正会員登録変更申請書」をご提出願います。ご不
明な点がございましたら、協会事務局までお問い合わせください。

　それではまた次号でお会いいたしましょう。

関東支部研究会のご案内
「医療経営士1級」合格者が教える『病院経営に必要な財務・会計から税務・節税まで』
講　師 ： 中 村 祐 介（TOMA税理士法人ヘルスケア課主任、医療経営士1級合格者）
開催日 ： 第1回9月5日（土）、第2回10月10日（土）14：00～16：00（予定）
参加料 ： 【各日参加】会員3,000円　非会員4,000円　
　　　　【両日参加】会員5,000円　非会員7,000円
会　場 ： 日本医療企画セミナールーム

中村講師からメッセージ
　本研究会では、職場において財務・会計、税に関する知識を活かし活躍（提案）できる
医療経営士になるために、病院経営に必要とされる財務・会計および税に関する基礎
知識の習得を2日間に分けて目指します。
　第1回は、財務・会計に強くなることを目標に、財務内容を理解し自院の強み弱みを
分析できるよう学んでいきます。
　第2回は、税務・節税をテーマに、税理士から見た病院税務のポイントを解説。税務・
節税に明るくなることを目標に学んでいきます。
　是非ふるってご参加ください。

お問い合わせ　日本医療経営実践協会関東支部
　　　　　　　平山（TEL：03-3256-2885／e-mail：kantou-shibu@jmmpa.jp）
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【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　http://www.jmmpa.jp/seminar/zenkokutaikai/

「地方創生」の時代！  新たな地域医療の実現を目指して
― 医療経営士が解決すべき課題と担うべき役割 ―

第4回
全国医療経営士
実践研究大会
金沢大会

2015年
10月31日（土）
11月 1 日（日）

2015年
10月31日（土）
11月 1 日（日）

●会　場
石川県地場産業振興センター
本館1階大ホール
（石川県金沢市鞍月２丁目１番地）

●会　場
石川県地場産業振興センター
本館1階大ホール
（石川県金沢市鞍月２丁目１番地）

●大会運営委員長

神野 正博
社会医療法人財団董仙会理事長
一般社団法人日本医療経営実践協会理事
日本医療経営実践協会北陸支部支部長

●大会運営委員長

神野 正博
社会医療法人財団董仙会理事長
一般社団法人日本医療経営実践協会理事
日本医療経営実践協会北陸支部支部長

医療経営士としての実践活動・研究成果をＰＲする場です
我こそはと思う医療経営士の挑戦をお待ちしております！！

演題・論文発表者募集中！

事前参加登録受付中！
今なら事前参加登録料金です
（9月３0日まで！）
会員および会員申請中
15,000円（20,000円）
※２日間参加の場合
※（　）は、通常料金

医療経営士　金沢大会 検  索検  索
c詳しくはWEBで

全国大会
オプションツアー
病院見学会開催!!
10月30日（金）

　

第
４
回
「
全
国
医
療
経

営
士
実
践
研
究
大
会
」
金

沢
大
会
は
前
回
大
会
ま
で

と
比
べ
、
医
療
経
営
士
に

よ
る
演
題
発
表
に
よ
り
重

き
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
大

会
の
主
役
は
医
療
経
営
士

で
あ
る
」
と
い
う
原
点
に

立
ち
返
り
、
で
き
る
か
ぎ

り
多
く
の
医
療
経
営
士
が

発
表
で
き
る
場
を
用
意
し

た
い
と
い
う
、
今
大
会
の

大
会
運
営
委
員
長
で
あ
る

神
野
正
博
氏
（
日
本
医
療

経
営
実
践
協
会
北
陸
支
部

支
部
長
）
の
意
向
が
反
映

さ
れ
た
も
の
だ
。

　

発
表
枠
の
拡
大
に
加
え
、

内
容
の
掘
り
下
げ
と
い
う

観
点
か
ら
も
新
た
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
る
。
今
大

会
の
演
題
発
表
は
「
地
域

連
携
」「
組
織
効
率
化
・
強

化
」「
患
者
サ
ー
ビ
ス
／
広

　10月31日（土）、11月1日（日）の両日にわたり石
川県地場産業振興センター（金沢市）で開催され
る第４回「全国医療経営士実践研究大会」。大
会テーマである「『地方創生』の時代！　新たな地
域医療の実現を目指して―医療経営士が解決す
べき課題と担うべき役割―」を具現化するプログ
ラムの内容について紹介する。

報
」
と
い
う
３
つ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
分
か
れ
る
が
、

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
表

後
に
東
京
医
科
歯
科
大
学

大
学
院
医
療
経
済
学
分
野

教
授
の
川
渕
孝
一
氏
を
座

長
に
迎
え
、
発
表
者
同
士

の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
会
場

で
聴
講
す
る
側
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
発
表
者
に
と

っ
て
も
自
身
の
発
表
に
対

す
る
客
観
的
な
意
見
を
聞

き
な
が
ら
考
察
を
深
め
ら

れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
る

は
ず
で
あ
る
。

　

演
題
発
表
終
了
後
に
は
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
表

彰
も
行
わ
れ
る
。
ぜ
ひ
多

く
の
医
療
経
営
士
の
方
に

手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、

壇
上
か
ら
自
身
の
経
験
と

知
識
・
智
恵
を
全
国
の
医

療
経
営
士
に
向
け
て
発
信

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

医
療
経
営
士
の
発
表
以

外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
初
日
は
一
般
財
団

法
人
医
療
経
済
研
究
・
社

会
保
険
福
祉
協
会
医
療
経

済
研
究
機
構
所
長
の
西
村

周
三
氏
に
よ
る
「
地
方
創

生
の
推
進
に
向
け
て
今
、

我
々
は
何
を
す
べ
き
な
の

か
─
─
新
た
な
地
域
医
療
・

介
護
の
実
現
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講

演
か
ら
始
ま
る
。
次
に
、

特
別
講
演
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
医
政
局
地
域
医
療

計
画
課
・
医
師
確
保
等
地

域
医
療
対
策
室
長
の
佐
々

木
昌
弘
氏
が
登
壇
し
、「
地

域
医
療
構
想
（
ビ
ジ
ョ
ン
）

の
策
定
か
ら
見
え
る
わ
が

国
の
将
来
像
」
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
く
。
第
六

次
医
療
法
改
正
で
示
さ
れ

た
今
後
の
医
療
の
方
向
性

を
正
し
く
見
据
え
る
こ
と

で
、
そ
の
な
か
で
医
療
経

営
士
が
担
う
べ
き
役
割
も

お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

２
日
目
は
国
際
医
療
福

大
会
の
主
役
は
全
国
の
医
療
経
営
士
！

演
題
発
表
の
内
容
を
掘
り
下
げ
る
企
画
も

解
決
す
べ
き
課
題
と
担
う
べ
き
役
割
を

理
解
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

祉
大
学
教
授
で
日
本
創
成

会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
高
橋
泰
氏
を
招
き
、「
東

京
圏
の
医
療
・
介
護
不
足

を
支
え
る
地
方
創
生
戦
略
」

と
題
し
た
神
野
氏
と
の
特

別
対
談
を
行
う
。
同
会
議

に
よ
る
提
言
「
東
京
圏
高

齢
化
危
機
回
避
戦
略
」
に

お
い
て
、「
一
人
当
た
り
急

性
期
医
療
密
度
」
と
「
介

護
ベ
ッ
ド
準
備
率
」
と
い
う

新
た
な
指
標
を
用
い
た
各

地
域
の
医
療
・
介
護
の
提

供
能
力
の
余
力
評
価
を
行

っ
た
高
橋
氏
。
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
い
か
に
解
決
し
て
い

く
の
か
、
一
人
ひ
と
り
の
医

療
経
営
士
に
と
っ
て
そ
の
発

想
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

演題発表枠を大幅に拡大！
全国の精鋭による活発な議論を期待

第４回「全国医療経営士実践研究大会」プログラム発表！

第4回「全国医療経営士実践研究大会」プログラム（7月10日現在）　※敬称略、プログラムは諸般の事情により変更になる場合があります
●大会1日目／10月31日（土）
【開会挨拶】

13：00～13：15
主催者挨拶 吉原　健二（一般社団法人日本医療経営実践協会代表理事）

大会運営委員長による開会のことば 神野　正博（一般社団法人日本医療経営実践協会理事、日本医療経営実践協会北陸支部支部長、
　　　　　 社会医療法人財団董仙会理事長）

【基調講演】
13：15～14：15 地方創生の推進に向けて今、我々は何をすべきなのか

――新たな地域医療・介護の実現を目指して 西村　周三（一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会医療経済研究機構所長）

【特別講演】
14：20～15：20 地域医療構想（ビジョン）の策定から見える

わが国の将来像 佐々木昌弘（厚生労働省医政局地域医療計画課・医師確保等地域医療対策室長）

【審査委員長メッセージ】
15：30～15：40 発表にあたり 川渕　孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、

　　　　　 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

【審査委員紹介】
15：40～15：45 審査委員のご紹介 各支部支部長または理事

【演題発表】
15：50～17：00 セッション１：地域連携 演題発表者

17：05～17：30 ディスカッション・質疑応答 〈座長〉川渕　孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、
　　　　　　　　 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

【懇親会（全国医療経営士情報交換会）】（18：30～20：30）

●大会2日目／11月1日（日）
【演題発表】
9：00～10：15 セッション２：組織効率化・強化 演題発表者

10：15～10：40 ディスカッション・質疑応答 〈座長〉川渕　孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、
　　　　　　　　 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

10：50～12：05 セッション３：患者サービス／広報 演題発表者

12：05～12：30 ディスカッション・質疑応答 〈座長〉川渕　孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、
　　　　　　　　 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

【昼食・休憩】（12：30～13：30）
【特別対談】

13：30～14：20 東京圏の医療・介護不足を支える地方創生戦略
――移住したくなる地方のビジョンとミッション

神野　正博（一般社団法人日本医療経営実践協会理事、日本医療経営実践協会北陸支部支部長、
　　　　　 社会医療法人財団董仙会理事長）
高橋　　泰（国際医療福祉大学教授）

【講評・表彰式】
14：30～14：50 第４回日本医療経営実践研究大会・

金沢大会を終えて
川渕　孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授、
　　　　　 一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

【閉会挨拶】
14：50～15：00 次回名古屋大会に向けて 井手　　宏（日本医療経営実践協会東海支部支部長、医療法人財団愛泉会愛知国際病院理事長）




